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変則的な複式学級での授業実践に必要なものとは何か

吉田安規良’・呉我実香２

TheNecessariestoTeachintheAnomalous

CombinedClassofTwoGrades

ＡｋｉｒａＹＯＳＨＩＤＡｌ，ＭｉｋａＧＯＧＡ２

【要約】

沖縄県教育庁八重山教育事務所管内の２つ小学校の変則的な複式学級設置校での授業実践か

ら、変則的な複式学級での教育実践に何が必要かを考察した。

(1)２つの小学校とも、教育課程や校内人事を工夫し、授業運営を可能な限り単式化していた。

(2)国語の複式授業では、変則的な複式学級特有といえるような特別な工夫は見あたらず、

「わたり」や「ずらし」といった複式学級一般で用いられる手法が利用されていた。少人

数のため徹底的に個に応じた指導が行われており、「変則的な複式学級だから必要とされ

る資質・能力」というより、「目の前の子どもに寄り添った指導」ができることが重要で

ある。

1゜はじめに が指摘されている2)。

表１及び２は沖縄県学校基本調査3)ならびに沖

縄県立総合教育センター提供資料から筆者らが整

理した過去７年間のへき地指定小学校数、学級数

と複式学級設置小学校数である。全国でも有数の

島喚県である沖縄県の場合、沖縄振興特別措置法

上の有人の指定離島と沖縄本島北部国頭地域に所

在する学校の大多数がへき地指定を受けている。

平成19年度では、複式学級を設置している小学校

は全公立小学校の１／４を占めている（表３)。

表３に示されている通り、沖縄県の複式学級設

置校では「単式学級十複式学級」という両方の学

級を編成するほうが多い。これは、公立義務教育

諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する

へき地の学校は一般に小規模であることによる

社会性の発達や学習意欲への影響などに教育上の

課題があると言われている')。特に児童又は生徒

の数が著しく少ない場合は、数学年の児童又は生

徒を－学級に編制する「複式学級」が設置される。

必然的に学級の構成が少人数となる複式学級では、

互いに親戚・兄弟姉妹関係にある子どもが在籍し

やすく、人間関係が密接となるが、対人関係の範

囲が限られるため多様な経験を持ちにくく、行動

が消極的になりやすい。下学年の子どもが上学年

の子どもに対して依存心をもちやすくなったり、

上学年の子どもの負担が過重になったりすること

|琉球大学教育学部理科教育講座，DepartmentofNaturalSciences，FacultyofEducation，Universityofthe
Ryukyus
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法律で、小学校１年生を含むか否かで学級編成基

準が異なることと関係している。一般には小学校

学習指導要領`し5)でも多くの教科が低、中、高学

年という２年間の枠組みを意識して目標や内容を

定めているいため、通常、複式学級を編成する際

には、これを考慮して１，２年、３，４年、５，

６年という編成方法がとられることが多い。しか

し、学習指導や生活指導の教育的効果を高めるた

めに、学級編成基準が他学年に比べて緩やかな1

年生を単式学級で編成すると、必然的に２年生と

３年生というような、変則的な複式学級を編成せ

ざるを得なくなることもある。また、複式学級を

設置しなければならない極小規模校の場合、保護

者の職業が、その学校に勤務する教員や警察、社

会基盤の保守管理業務部門など転勤族である児童

の割合も多く、毎年のように児童の転出入が生じ

る7)。都市部の場合には児童数の変動はその地域

の幼稚園等の在籍数から簡単に推測可能で、その

人数の変動の相対的な影響も小さい。しかし小規

模校の場合、全校児童数もごく少数であるため、

たった一人の児童の転出入でも学級編成に多大な

る影響を及ぼす。従って、２月～３月上旬の人事

異動の内示後に、初めて次年度の学級編成の見通

しが立てられることとなる。そのため、ある年度

には欠学年が生じ、３年と５年という隣接学年で

はない変則的な複式学級を編成しなければならな

い場合も生じる。

教科書会社が提供する複式学級用指導計画作成

資料８１も低、中、高学年での学級編成を意識した

ものであり、かつて使用されていた複式学級用の

理科教科書919)も低、中、高学年という区分を意

識して編纂されていた。小学校複式学級指導資料

に示されている指導計画例や指導事例も低、中、

高学年での学級編成を前提にしており、変則的な

複式学級のための事例は算数20)や生活科2mで見ら

れるが理科221には無いというように教科間の偏り

があり、全ての教科、単元を網羅していない。さ

らに、この資料は前の学習指導要領231下でのもの

表１沖縄県のへき地にある公立小学校数
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表２沖縄県の小学校における複式学級設置数表３教育事務所別複式学級設置小学校数と平成19年度の内訳
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であり、現行4)ならびに新学習指導要領5)を意識

した形での変則的な複式学級での授業実践資料は

ほとんど無いと言える。

単純計算で、沖縄県の公立小学校教員は在任中

最低１回複式学級設置校へ配属する。「新規採用

者は原則３年目にへき地、離島地区または北部地

区を経験するものとする｣、「原則として離島・へ

き地校間の異動は行わないものとする」という人

事異動方針から、まだ十分な教職経験が無い２校

目で、単式学級とは異質の実践力が要求される複

式学級の担任になる可能性が高い2')。研修が必要

な初任者はへき地・遠隔地へ配属されないように

配慮されることが多く、臨時的任用で複式学級を

担当する場合も予想できるため、配属先学校で変

則的な複式学級を受け持つ可能性は決して低くは

無いと言える。そのため、変則的な複式学級での

授業実践資料を整理し、教員養成や教員研修へ還

元していくことは中長期的にみて沖縄県の教員の

資質向上や子ども達の学力向上へ寄与するであろ

う。そこで本研究では、実際に変則的な複式学級

設置校ではどのような工夫が施され、どのような

授業が行われているのかを調査し、変則的な複式

学級での教育実践に必要な事項について考究した。

２．２調査対象学校

八重山郡竹富町のＩ島西部のへき地5級地にあ

る変則的な複式学級設置小学校、竹富町立Ｉ小中

学校（２，３年生学級）と同Ｓ小学校（３，５年

生学級）の２校で調査ならびに授業観察を行った。

今回授業実践を記録した２校は、竹富町役場や

教育委員会所在地である石垣島への定期航路があ

るＩ島西部の港から車で西にさらに15～30分程度

のところに所在する。石垣島～Ｉ島間のフェリー

は、Ｉ島の東部と西部の港とをそれぞれ結んでい

るが、冬場は北風の影響で西部の港への船はほと

んど欠航する。そのため約１時間かけて東部の港

まで陸路で移動しなければならず、Ｉ島の中でも

交通不便な場所である。

２３授業観察方法

教室後方にビデオカメラを設置し、日常の授業

風景を記録した。その際、児童が学習する体勢で

黒板を見たとき、どの学年の児童からもビデオカ

メラが視界に入らない位置に設置した。

３．結果と考察

３．１学校の概要、複式学級の実態と教育課程

ならびに校内人事上の工夫２．研究方法

３．１．１１小中学校

Ｉ小中学校はＩ島西部に位置する小中併置校で

ある。石垣市の離島桟橋から最寄りの港まで高速

船で約40分、そこからさらに車で約15分西へ進ん

だところに所在する。校区は、２つの集落で形成

されている。その一つは学校が所在する集落で、

郵便局、診療所、営林署等が置かれ、古くから現

在に至るまでＩ島西部地区の行政・産業・文化の

中心地である。もう一つの集落は国指定の天然記

念物であるヤエヤマヤシが自生し、天然保護区と

なっている。

近くの山々にはイリオモテヤマネコが棲息し、

優雅な飛翔で知られるカンムリワシも普通に見る

ことができる。今でも稲作文化が色濃く残り、そ

れに源を発する御獄信仰が脈々と受け継がれ、古

式豊かな「世願祭」「豊年祭」「節祭」等の祭祀が

年中厳かに執り行われている。「節祭」は国指定

沖縄県内でへき地５級地が最も多い八重山教育

事務所管轄内の変則的な複式学級設置小学校２校

を対象に、教育課程の編成や校内人事上の工夫を

調査した。さらに普段学級で実践している授業を

記録した。記録した授業実践から教師、児童の発

言や行動を書き起こし、複式学級特有の指導法で

ある直接指導や間接指導の取り入れ方、「わたり｣、

｢ずらし」などの指導方法の工夫、少人数・複式

指導の工夫や問題点を整理した。また、授業実践

少人数だから可能な実践、へき地における授業実

践として捉えた指導の工夫という視点から観察し、

分析した。

２１．調査期間

2007年11月５日～12月３日
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の重要無形民俗文化財にも指定されている。

表４は平成19年度の児童数であり、小学校２，

３年、５，６年生が複式学級である。

今回授業観察を行った２，３年の学級は、昨年

度も複式学級で編成され、共に持ち上がっての２

年目である。今年度から３年生に一人転入してき

た。児童達は、学年に関係なく仲良く接すること

ができ、３年生は上級生としての自覚が見られる。

児童達は進級するまで学習リーダーを活用した複

式での学習形態（いわゆるガイド学習）を経験し

たことがなく、少しずつガイド学習に慣れはじめ

てきているところである。両学年共に学習用語を

使って自分の意見を発表することができ、周りの

友達を見たり聞いたりして習うことができる。３

年生は疑問点などを自分達で話し合うことができ

る状況である。

この学級の授業形態は他の教員の応援でほぼ単

式化されており、完全な複式の授業は主要教科で

}ま国語のみである（表５）。学級担任は教員経験

15年の30代の女,性である。複式学級での授業経験

は、今回が初めてである。主要教科は学級を担任

していない教務主任（専科担任）の協力でほぼ単

式化して授業が行われた。算数は、同じ時間に担

任が２年生を、教務主任が３年生を担当する形で

行われた。３年生から履修科目として生活科がな

くなり社会と理科が行われる。社会は２年生が下

校した後の火曜日と金曜日に学級担任が行い、理

科は教務主任が担当した。３年生が理科の時、２

年生は国語の授業を単式で行っていた。２年生の

履修科目である生活科は１年生と合同で１学年の

担任によって行われ、３年生のその時間は総合的

な学習の時間に当てられていた。体育は併置中学

校の体育科担任の応援により、ティームティーチ

ングで行われていた。表６はこの学級の時間割で

ある。３年生の社会は２年生が下校後に行われる

ため､特に火曜日は５校時終了後､２年生だけに日

表４１小中学校の平成19年度の学級編成ならびに児童・生徒数髄一柵一粋一軒好一計

小学校 中学校

小中

合計
単式複式複式

１年２年３年５年６年

複式単式

1年２年３年

小学

小計

中学

小計
２
２

４

１

２
２

０
２

０
２

８
９

２

１

２

１

５
３

咀
凹
一
妬

１
１

４５４２２１７１３３２８

表５１小学校２，３年生の授業形態と教科別授業者

教科 ２年生 ３年生

複式、但し２年生だけの単式の
ときもある。（担任）

なし

教室での単式（担任）

なし

複式（担任）

教室での単式（担任）

単式（専科）

単式（専科）

国
社
算
理

語
会
数
科

生活１年生と合同（１学年の担任）なし

音楽

図画工作

体青

複式（担任）

複式（担任）

複式（担任十中学校の体育科担
任）

複式（担任）

複式（担任）

なし

複式

複式

複式

(担任）

(担任）

(担任十中学校の体育科担
任）

(担任）

(担任）

(担任）

徳
活
合

複式

複式

単式

道
学
総
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記指導や帰りの会を行うため、６校時の社会の授

業の授業時間が減ることがあった。また、担任は

帰りの会を２回行わなければならないことになる。

Ｉ小中学校のような小中併置校は学校生活を小

中一緒に行うことが多い。授業では一単位時間の

違いから小学生は４校時終了後に清掃を行い、中

学生と一緒に給食が食べられるような工夫が見ら

れた。中学生と小学生が学校生活においてあらゆ

る面で関わりを持ち、中学生が教師の代わりとなっ

てしかったり、注意したりする様子が見られた。

小学生も中学生の指導を素直に聞き入れ、慕って

いる場面が多く見られた。

水産業、農業だが、昨今は観光客の増加に伴い、

旅館、飲食店、マリン施設等が建ち、産業の多様

化が見られる。

学校は創立70周年を迎えるが、少子化と過疎化

に伴い児童牛徒数も減少し、平成18年度より中学

生の在籍がなくなり小学校単独枝になった。学級

数は１，２年と３，５年の複式学級２学級、４年

と６年が欠学年の極小規模校である（表７)。

今回授業観察を行った３，５年の学級は３名の

在籍である。３年生の－人は複式学級３年目、他

の二人は昨年度転入してきたため、複式学級は２

年目である。前年度は１，２年と３，４年という

一般的な複式学級編成であったが、児童の転出に

より今年度は３，５年生の変則的な複式学級編成

となった。５年生は高学年としての自覚を持ち、

多くの場面で低学年を引っ張っていく姿が見られ

る。学級担任は教員経験が36年の50代の女性で、

複式学級での学級担任、授業経験歴が35年という

｢複式のベテラン」である。

表８は３，５年生の授業形態と授業担当者であ

る。音楽、図画工作、体育は全児童での合同授業

であった。５年生の理科、家庭科は専科担任が行

３．１．２Ｓ小学校

Ｓ小学校は、Ｉ島の西北部に位置し、島内の東

部と西部を結ぶ県道の西端に位置する。前方にＳ

港を有し、残りの三方を小高い山に囲まれ、内離・

外離の眺めと共に、山と海の織りなす自然は風光

明媚でたとえようのない美しさである。集落の形

成は比較的新しく、その浜の色の白さが名前の由

来であり、唯一の伝統行事である海神祭が今日ま

で盛大に受け継がれている。地域の主要な産業は

表６１小中学校２，３年複式学級の時間割

木 金曜１１

校時

水火月

2学年３学年

算数算数

2学年

かき
かた

》
》2学年３学年

国語国語

2学年３学年

音楽音楽

2学年３学年

国語国語１

生活総合算数算数 体育体育国/図国/図 国語国語図

体育体育算/体算/体 生活総合国語国語 図工図工３

算数算数 算数算数学活学活 国語理科 図/国図/国４

社会音楽音楽 道徳道徳 国語理科生活総合５

社会３

表７Ｓ小学校の平成19年度の学級編成ならびに児童・生徒数

複式複式
合計

１年２年３年５年

１１２１５

１０００１

２１２１６

級
年
子
子

計
学
学
男
女

－５５－
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い、１，２年の担任との授業もあるなど全教員が

授業に関わっていた。表９はこの学級の時間割で

ある。５年生から家庭科が履修科目に入ってくる

ため、火曜２校時の３年生の国語は単式で行われ

ている。月曜４校時は５年生が「図画工作/家庭」

の時間となっているため家庭科が行われる場合は

途中でも図工の作業を終えざるをえない。また、

学級担任以外が担当する科目については進度と時

期によって変更することを前提に時間割を編成す

るため、児童にとっても教師にとっても複雑な時

間割編成といえる。

３．１．３考察

変則的な複式学級の場合、ある学年では履修す

るが別な学年では履修しない教科を考慮した時間

割編成が要求される。その解決策としてＩ小中学

校では、併置中学校や学級担任外の教員の協力を

得ることで、学級担任の教材研究や授業運営の負

担を軽減している。ｓ小学校は極小規模のため教

頭が配置されていない。そのため校長は、普通規

模の学校では教頭が行う職務も担当している。沖

縄県では、「一刻も早く全学年単式学級にすべき

である」という考えが複式学級設置校の教員の過

半数を占めており、複式学級編成を無くすこと希

表８Ｓ小学校３，５年生の授業形態と教科別授業者

教科 3年生 ５年生

複式、但し３年生だけの単式のと

きもある。（担任）

単式（担任）

複式（担任）

単式（担任）

１，２，３，５年合同学習（担任）

１，２，３，５年合同学習（担任）

なし

１，２，３，５年合同（１，２年の担任）

複式（担任）

複式（担任）

複式（１，２年の担任）

語
会
数
科
楽
酢
庭
育
徳
活
合

国
社
算
理
音
輌
家
体
道
学
総

複式（担任）

単式（１，２年の担任）

複式（担任）

単式（専科）

１，２，３，５年合同学習（担任）

１，２，３，５年合同学習（担任）

単式（専科）

１，２，３，５年合同（１，２年の担任）

複式（担任）

複式（担任）

複式（１，２年の担任）

表９ｓ小中学校３，５年複式学級の時間割

曜日

枝時

水月 火 木 金

3学年５学年

算数算数

3学年５学年

算数算数

3学年５学年

算数算数

3学年５学年

道徳道徳

3学年５学年

国語国語１

体育体育 国語家庭２ 音楽音楽 算数算数 総合総合

音楽音/家３ 図工図工 国語国語 理科理科 総合総合

国/算国/算
／体／体

図工図/家 総合総合 体育体育４ 理科理科

国語国語 国語国語 学活学活 社会社会目 国語国語

理/社６ 社会社会

５年生の網かけ部分のうち、「図/家｣、「音/家」は12時間が家庭科に配当される。

｢理/社」は理科20時間、社会18時間で残りは進度によって調整する。「国/算/体」は
２学期の３週目から体育（週３時間）となり、それ以前は国語５～６時間、算数１０
～12時間を進度で調整して実施する。

－５６－
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望する教員が多い25)。しかしながら、「複式学級

でも，指導方法を工夫すれば複式指導の困難さは

克服できる」という意見が約一割の教員にあり25)、

現実に編成せざるを得ない場合には、「教科担任

制を生かし、教科指導を単式化するという工夫」

が重要なポイントとなる。そのためには校内での

協力体制の構築が重要である。とりわけ通常は授

業を担当しない教職員も積極的に児童の教育に携

わることや、担任外の教員が配置可能な場合には

専科で協力する体制が必要である。都道府県教育

委員会や市町村教育委員会が、管理職研修やへき

地・複式学級設置校赴任前研修等で、「協働体制

の構築」が重要であることを学ぶ機会を提供する

必要もあろう。また、専科制は学級担任が特定教

科を担当しないまま教職経験を積むことを意味し、

その特定教科の教材研究が疎かになりやすい。そ

のため、「特定教科についての高い授業実践力」

を身につけるため、教員養成系大学は、いつでも

専科を担当できるように特定教科の中学・高校の

一種免許を小学校教諭の一種免許と同時に取得で

きる教育課程を提供することも必要である。

訪問期間中に観察した各学年の学習内容は表10の

通りである。使用されていた教科書は両学年共に

光村図書出版のものであり、各学年の学習内容と

単元内における時間、当該教科書のページを示し

た。その中でプロトコル（逐語記録)26)を用いて

授業分析を行ったのは以下の通りである。

3校時・・・観察①

1校時・・・観察②

3校時・・・観察③

1校時・・・観察④

･2007年11月13日

･2007年11月14日

･2007年11月15日

･2007年11月19日

一斉指導時
前面黒板(固定）

／'囮、、
２年生の目線 ３年生の目線

ロロロ曰

ロロロ□曰
国語の授業時

前面黒板(固定）

－２年生の目線囮３年生の目線

ロロロ囚

ロロ臼田□！３２授業実践から見る変貝Ｉ的複式学級での授

業実践に必要な能力

３．２１１小中学校

主要教科において複式で授業を行っている教科

は国語のみであったため、国語の授業を観察した。

Ｌ１～L5；２年生，Ｈ１～Ｈ４；３年生

図１１小中学校２，３年生複式学級での机の配置

表１０１小中学校の訪問期間中に観察した各学年の国語の学習内容

観察実施日 3学年２学年

理科の授業

漢字の広場①ｐ２１

理科の授業

すがたをかえる大豆①

すがたをかえる大豆②

すがたをかえる大豆③

理科の授業

すがたをかえる大豆④

すがたをかえる大豆⑤

すがたをかえる大豆⑥

すがたをかえる大豆⑦

2007年11月12日
己－－－－－－-－－－－－－－－－－－｡｡－－－－－－－－--

2007年11月13日

漢字の読み方①pp21-23

見たこと、かんじたこと①pp24-25

見たこと、かんじたこと②pp24-25

見たこと、かんじたこと③pp24-25

見たこと、かんじたこと④pp24-25

見たこと、かんじたこと⑤pp24-25

お話がいっぱい①pp26-29

お話がいっぱい②pp26-29

こんなお話を考えた①pp30-35

こんなお話を考えた②pp30-35

こんなお話を考えた③pp30-35

2007年11月14日

2007年11月15日

2007年11月19日

2007年11月21日

pp22-27

pp22-27

pp22-27

pp22-27

pp22-27

pp22-27

pp22-27

2007年11月27日

2007年11月28日
■￣￣--￣￣￣－￣￣￣￣--￣￣￣￣－－---－￣￣￣￣￣-

2007年11月30日

－５７－



琉球大学教育学部紀要第73集

｜]xl語の授業では図１のような形に机の||'id造を変

:更して授業が行われていた。３年/'二はそのままで、

２年生が机の向きを左へ変える。お互い樅を向く

と異学年の黒板が視界に入るが、担任はどちらの

黒板の前に立っても両学年の児簸の様子が見え、

わたりを行うことが容易になるようなlUid農であっ

た。

３．２．２Ｓ小学校

Ｓ小学校でも、Ｉ小｢'｡学校と比鮫することを考

慮し、l1ilじ'二'{|譜で授業分析を行った。使用されて

いた教科fMFは両学年共に光村図書出版のものであ

り、訪問10ⅡH]'１１に観察した授業の各学年の学習内

容と単元内におけるl1f間、当該教科書のページは

表11の辿りである。そのrl1でプロトコル”を用い

て授業分析を行ったのは以下の通りである。

・2007年l1n2611１校時国語・・・観察⑤

・2007年12)］３１１５校時国語・・・観察⑥

『しPu
』_ﾃﾞ繩

蝋 前面黒板(固定）

厩詞
8

鼎

戸冒Ｔ１

児童の目線へノ

、

写真１１小中学校での２年生の国語の授業 ０２ ０３ ０１

Ｃｌ～Ｃ２；３年生，Ｃ３；５年生

図２Ｓ小中学校３，５年生複式学級での机の配置

教竈での授業は図２のような机位置で行われて

いた。ＯＬＣ２は３年生、Ｃ３は５年生である。３

年生が二人で学習を進めていくときは教卓を位川

した。５年Ll2が３年qその間に入っているため、

｢わたり」が行われても教師の立ち位置に大きな

変化がなく、常に児童の視界に入る位置で授業は

進行した。

写真２１小中学校での３年生の国語の授業

表１１Ｓ小学校の訪問期間中に観察した授業の各学年の学習内容

観察日教科． ３学年 ５学年

2007年11月６１１道徳ないたあかおにないたあかおに

国語カンジーはかせの音訓遊び歌pp83-34漢字の広場ｐ45
2007年11月26日

算数大きな数計算ドリル

算数大きな数練習問題
2007年11月28Ｈ

道徳水のみ場水のみ場

算数大きな数まとめ

2007年12)］３１１国語漢字の練習pp､22-35詩を味わおう①ｐｐ､46-47

図工粘上を使って表現しよう１《,liﾆﾋを使って表現しよう

5８
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炎]３観察②の授推肥鍬
－

－引可
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噸111（分）

掴
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ｌＺな竿秤活１mA秋IU1Iの
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ＨｌＬ．lH1人にプド
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写真３Ｓ小学校での国語の授業 ３行目で漢字学

習ノートを辿

仇ろ｡

皿I

I几１１[)巡似

四
追
究

３．２３変則的な複式学級での授業実践

表12～17は観察した授業のビデオ録画から担｛ｒ

教ililiと児童との会話のプロトコルを作成し、それ

をALに主要な授業展|)Ⅱと教師の動きを整理したも

のである。教師の位侭を表す線がrl1夫にある場合

は、両学年の児童が全て:視野に入る位置に教師が

立っているか、同時直接指導もしくはIri]時間接指

導を意味する。時間は２分以上のlil[接指導のみを

表示している。

>IjL11U巡ｉｉＪ

◇IjLllI】巡似
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没１２観察①の授業記録 喪１１剛察③の授業記録
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TII心に木時の町・学溜リーグ

＃]てを離郷旱トーをhli1UJ十

教h1iのlInllL

時ⅢＩ（分）

iU

iA｛

ｌＺな牟習活皿

(ｚｆｌ三）字
。
寸
分
す
て
が
一
と
て
》
て
に
文
学
を
史
ｌ
淵
お
つ
え
た
延
扱
災
を

隅》啼拙》忍岼升“『》囎》峰』掛輕州鐇》》』》》迅幟》辨樒』》坐掛』

辨
饒
鯲
蝋
感
馴
》
鰍
辨
馴
詠
鯛
鋸

，
一
ニ
ン
ー
ヘ
ヘ
〉
、
．
一
一
，
一
’
「

I漉下三文字テ

メトをする｡

・ハム付l）むし

てテストを

返十。

･学習(ｲ;雛を

縦之．皿おせ

ばnF弓l~ろ。

◇WLllII巡視

そWiHW鷲麓

≦ ｈ…卜鞠し
￣】

１

乃

卯
２４二時の凶をノ

ートに導十

⑪

。⑥刀b

･学話１１リーグルlE時のＩＤあむ

－をlllIIﾘ｣１－てをノート・

る鰯に尊し.単品

科リーダーｊ、

・辞典をiiuを中心に木す

る。時のめあて

◇IjLllll巡１１１を確紹す

・ノートへの品＿洲

「iＩ

川
凹
把
Ⅲ

･4ｉｑＷＵ)ぬあ

てをＩｋｌＩＦ－Ｉ・

塾

ｉＷＬ３学習リーク－

１mが『''心となっ

Iｕて水時のめあ

IHIてを確認し､ノ

ートに写す味

Ｏこれｂ

ｉＷ？ってい

う山を紹介

し1；ず⑪
,総…悩塗|熟
⑪■

-1-る｡｜許の艇ｺﾋﾞ会をしよう。

鼠騨欝…’

ふ‘l紋Iオズを[Ⅲき､

力、学習の進め〃

釣を砿謎する。

ろ○気に入った；

進んで淳＊し

５蹄を写本し､そ

の詩を進んだ

理由.態11mを11「

源

騨衞1鱗||壺
Ｓ＋Hfざん

剛;唾して

ください。

ｙ】

る
･気に入った牧FIiIFの31Fと

進んで淳木ＬＪ二うゆ

;ＦＨＷ)海と

よう⑪
・辞典のりlさ。不文にⅡ』て深

〃を１１丁ili(すくる分からめ

る。JfIﾐいIWjｲｳﾞにる

oULll11巡ijJ印を付け．

国語辞典を

◇机Ｈ１巡ljuuzって意味

◇机、巡視を調べる。

･軟科iIFでjifI

らなさそう

なiWPf1Jを擁

す．

Ｏ友達の謡をⅢIいて蝋叫を宵

こう。

て砥Ｅｕを苫

Ｏこそ,lhど肛砿を(返って文

彬作ろう.． 0噸Ｍ１を１１Fく⑨｡iⅡ巻刀企ｌｈ

ｊＵ§十る河

｡ULlIll巡汎

7蝶想を発表する．・敬科uPの詩

８教科碑の詩のRuをIUEも。

船を考える。・クイズの丸

付Ijを1-る。

｡iⅡ巻〃企ｉｎ

,U§十る河

。ULlIll巡汎

･敬科uPの詩

をIUEも。

・クイズの丸

付Ijを1-る。

,Ⅲ

｡■､

◇ULIU1巡視 ろ、■

Ｐ、■

功０

Olillfにする

とtlilnそう、

こん左ふう

ぬ
るＩ１ＩＬ６針のまわりに

胆あるものでiNi

jnの.材料になり

死そうなものを

」fえる号

'''１

○超お当てクイズのＨｆをtlﾄﾞい

てみ上弘

のHfをtlﾄﾞい

山
追
究に),Lえるん

だｵ食って思

えるものな

い？

産
祢 >ULlli1巡似９クイズ川の群を

」ずえる。

Ⅱ

７次時の学習に

ついて砿｣昭寸
・次Ⅱifの学１１１

についてpll1

K:する．

･WIjrの学習

について倣

紹弓)~ろぃ

･WIjrの学習

について倣

紹弓)~ろぃ 〒､目〕品

Ｏ：戦n1iの行動や働きかけ．●；児砒の行HU｣や学習 ○;舷lHi"〕行肋や【ｈきか『).●;児繭の行inbや学習

－５９－

1ｕ

Ｉ:な乍蒋活動

【２fIｴ）

織仰Ｕ） 戟師のIir靴

奇iRll（〃）

蟻biiの

11tきかけ

ﾛﾆｲさｸ捻憎活勤

ｚイミ爵⑩均i#T弓

ごノート『Ｆ画

#、

３ワクシーＩ‘

8二船IWiを11}<

[鰄鰡

ＩｉｌｉｌＩｌｍ叙にＺｉ

弁･UISい･』いく

ollLIlH巡型

oILⅡＩｊ巡１Ｍ

爾云’

○k111Ⅱl灘１Ｍ

･佃1人にア１４

ペイスを－１

２o’

･ijIIISliliI[&

riLD、１１１丁乃

を1,,19.1[~ZiO

･jlrいた耐を

チーワクＬ

ごいく

‐`IEII5のめIlPj

･てと１ｋ碑.ｼ

ろ｡

・戦iFlij‐ツ

ーをzlIi恥:

ながし二机字

ﾜ･乳･ﾛ】』１

１､IIjをする

cllLIXllj堅iＭ

oDZIIll巡親

｡t11,通視

◇ｍＩ１ｕ逃也

◇肌lllI巡ｂｌ

｡人びと】」

肱めない`Ｉ

:＝ていく

CILIlII皿Ⅲ

ｌｉﾌﾞ〔:i巴二文字；

えi･金ｊろ＿

231こ町のめ動Ｊ

を′｜､に町

：、学糾1ト

ン‐・が11J心！

猶ってめあ･

を戚鍜8Ｆ．□

評を辿勘.ごＩ

＜〒

●瀧半'勘泄

ノー１．を狙

町謝しよう。

刊稀目ｃ槙23:・

甥ノ､1゜を】

召)ろ｡

.｡PL禧纒ルー｡[ないﾘﾋﾟI土乃

でぺ～ずござごく芦岩い』

廻
把
岼

蝿
胆
廻
究

，-な'襖栂iTi別1１ 戦pliの 教l閨TＩ 位股

分）

l旦な学別添Ｉｌｊｊ

眼
凹
型
臓

ふ
か
め
る

繩
腿
坦
究

ｌ極ﾜｹ：文字テ

亥i･を－５.ろ｡

玲二畔⑩凹む

－ルに聯･す

］験習:j・・ダ

":[I:心と唯つ

ぐ巫時０〕ぬ｡&

てを総ｉｌＵＬ.ユ

ート'二写･す！

；j(材宝とImさ．

竿荷の班1ＭJ

に
餓
助
を
に
寸

心
糾
二
辛
紘
叡

吻
で
・
な
の
Ｗ
肥

》》》》》企押蝿州蓉嫁糀》》』
わ
⑪
艀
．
、
学
硫

尖
も
測
茄
参
の
ご

ｌ
耐

Ｉ
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鯛
》
鮒
鰄
鮒
塾
鯏
鯲
｜
岨
》

一
匁
訓
一

▽
禿
い

貝)1｢･'61をＬ

で､ラメ｝と

道.I･･

･Xn名亡IZiU

-lろ．

。｡1K時の

ご舎收

る。

めあ

,0１

〔〉こそ&ｋ

言鯉わてｆ，

江った.』

・製甑I;.,11〈

よう11?,辰；

Ｚｉｐ

･』うえIIBも丈も

みん沿智剛

鍔-1.る

:換宇.･父ヤデ

ス:h色する‐

２，１烏IIPの学弼･#・

ろ雛評注ＩＨＩ分

を行自硴酵-す

る

:ＭＥ時のめあて

をノー－:Eにロリ

･声．寧澗ヅー

グーカzIl7心と

２２ってBbnboL

の硫謡を弓八

硲習を迦砂で

いく

､１`I日時の学刊;こ

つi､て教材文

ネュ呑談ｉ･繩

遡の辿め方を

ｉＷ藩l排を夢吊

Z'百蕊を使司

土丈を考え

1N9.1分のぢえソ日

父も．'、ｉｎ

ぴ、』似UZにＩＨ

Ｉい】~ろ．

７１}｢いた工竃

人ひと珈苑ｙ」

していく。

８イ身噛の学iW2

l淀I)jこる．

’な学習活動

(ZKiZ〕 lMiさかl； 黙IiWI（分） iEjきか'』

１.左学習7$511111

(3編） ilL

９１侭.i￣・文客子Bk・`ﾄﾞ坊のHqを

ｉ･を.’ろ，lhbIll乙阿

･"lEhIfD〕ぬ段

２イご崎の『》あT･缶てとU2IlFブ

ノ卜に写ごＩろ．

◇M11IIll巡組

・iiL学テスi・

U〕Ｍ１逃い＃
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'１１心に本Iｉｆ⑩1W）･内iと刑ﾘｰｸ
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ー‐をlililﾘ｣寸
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ろ．
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表１７観察⑥の授業記録表１５観察④の授業記録

IIiliIjlFill雲i[蔓ifiiiiili〕
lﾐな学濡活動

（３年）

過
栂

11鷺
'憲躍|鰔鶯

ふ
か
め
る ○「あれ､１８０度にならない

よ」という蹄の題名を舞え

てみよう。

・漢字の銃

み、鑛順をチ

ェックする。

◇机間巡視

課
題
追
究

えてみよう。

・詩の題材に

なるヒント

を与える。

◇机間巡視

・襖字の勉強

法、ノートの

使い方を教

える。

・例をあげて

詩の香き〃

を指示する。

３

。出来上がっ

た詩に題潴

を付けてい

く。

２できる限り排

を考える。

３児童自身も題

名を付ける。

５

if麓
３

ふ
か
め
る

ふ
か
め
る

咽
３ ○どんな弧持ちか考えなが

ら敬科番の時を見てみよ

う。

○どんな弧

ら敬科番

う゜

○；教師の行動や働きかけ，●；児竃の行動や学習○；教師の行動や働きかけ，●；児碩の行動や学習

表１６観察⑤の授業記録 ３．２３．１１小中学校での授業実践

Ｉ小中学校での授業実践では、以下のような特

徴的なとりくみが見られた。

(1)高学年から先に学習指示を出し「ずらし」を

生じさせる工夫

授業の導入段階では、毎回漢字テストを行うこ

とで言語事項の指導を補完し、日々の家庭学習を

習慣化していた。そのとりくみは、児童が漢字テ

ストを行い、それを教師が即採点し、合格者から

呼名してテストを返却し、教室後方にあるテスト

の正答率表にシールをはり、その結果を公開する

というものである。テストをその場で返却し、ど

こを間違えているかを確認させることで学習に深

まりをもたせていた。また、正誤率を一覧表にし

て表すことで意欲が高まっていた。この漢字テス

トは、単なる家庭学習の定着だけを目的としたも

のではない。複式学級での授業実践に必要な学習

過程の「ずらし」を自然に生むための工夫として

も機能していた。観察①では、漢字テスト返却後

の児童が各自作業を行う過程で、２年生では一人

ﾖ弄び)刑

凶

<>＄

飼ゲペ１６慨

○；教師の行動や働きかけ，●；児欣の行動や学習

－６０－

－１ﾐな学習活励

(３年）

１漢字三文字テ

ストをする。

２本時のめあて

をノートに?り

し、’７:瀞リー

ダーが中心と

なってめあて

を確認する。

西
'３人、を使った

食IYlを発炎す

る。

４１２１分にはな

い、友遠の(）

のをノートに

写す。

５先/|;の朗統を

l川く ●

ｍＥＩ
過
程 主な学習活動

(２年）

教師の

働きかけ

教師の位睡、

ⅡlrIlll（分）

教師の

働きかけ

1漢字二文字テ

ストをする。

2漢字学習ノー

トを進める。

3本時のめあて

・几付け

･間違いを指

鞠する。

･本時のめあ

をノートに’てを板書す

写し、学習リ｜る

一グーが''’

心となって

めあてを艫

縄する。

･Iiii時の振り

返りする。

･本時の進行

具合を確認

する ◎

○ クイ

せよ

ズ用の詩を完成さ

う。

○〔1分が女(に入った詩を

ifl評し､絵も描いてみよ

つ ◎

過
程 主な学習派動

(３年）

教師の

働きかけ

教師の位慨、

時1１１１（分）

教lbiiの

働きかけ

○青読み．illll醜みを入れ

てカルタを作ろう。

4教科響の文だ

けでなく、Ｆ１

分で考えた

文章もカル

夕にする。

5出来上がった

カルタを、１１

の机にＭｉベ

る ◎

６自分たちで作

ったカルタ

をやる。

◇机間巡視

◇個人に林

導

・カルタをｉｔ

む。

・漢字のＩｌｌ１ｉ１

いを指導し、

次時の確認。

●郵便の鄭

って習いま
したか？



吉田：変則的な複式学級での授業実践に必要なものとは何か

ひとりの終える時間に大きく差がみられた。その

ため漢字テスト終了後に、学習準備体勢が整って

いる３年生へ先に学習の指示を行った後、２年生

へわたった。さらに、何をするべきか言葉がけを

しながら学習準備体勢が整うまで、「わたり」を

繰り返し行っていた。観察②では、児童が漢字三

文字テストをしている間に一方の学年のめあてを

板書し、ずらしを用いて教師自身とめあての確認

をしていた。観察③では教師が両学年の間に立ち、

漢字テスト後のめあての確認の指示を同時に学習

リーダーへ行ったが、上学年のほうが先に教師の

指示に従った行動をしており、その次の指示が出

された。

l4H4：先生、読んだ。

21Ｔ：はい､（リーダーを見ながら)全文読んで

というのは全文とはどういう意味ですか？

l5H3：全部の文を読む。

22T：そうです、（リーダーに投げかけるよう

に）だから読まないといけない。

16Ｈ３：だから、

23T：黙読してくださいね。

l7H3：みなさん読んでください。

24T：黙読。

l8H3：黙読してください。

25T:黙読っていうのはどうやって読むこと？

l9H3：言葉に出さないで。

26T：そう、出さない。

●（静かに黙読を始める）［観察①漢字テスト後のわたり］

4T：３年生は次のこの部分をやります。読め

るかどうかチェックしていてください。

○（２年生にわたる）

5T：次どこをやるか書いてあるかな。次どこ

に入るか分かるよね、ノートに書いて準

備をしていかないといけないんじゃない

ですか。

○（題名を板書する）

6T：新しく入るところの題名、ページ数、今

日の日付ノートに書いてください。

○（３年生にわたる）

7T：（めあてを板書しながら）今日のめあて

を書いてください。

［観察③での本時のめあての確認の指示時］

19T：（両方の学年に）はい、では今日の学習

リーダー、めあての確認をしてください。

l1H4：（前に出ながら）初めてだな、こう

いうの、たぶん。

●（２年生にわたる）

20T：今日の学習リーダー２年生はまだです

か？

○（L5へ個人指導）

l2H4：今日のめあて全文を読んで分から

ない言葉の意味を調べよう。みんなで読

みましょう。せ－の。

13Ｈ１，２，３，４：全文を読んで分からない

言葉の意味を調べよう。みんなで読みま

しょう。

観察①では、３年生が自分たちでめあてを確認

している間、教師は２年生と一緒にめあてを確認

し、本時の学習内容をつかんでいた。その後３年

生へわたり、直接指導で本時の課題を再度確認す

ることで課題把握を確実に行い、課題追究へと学

習を展開していった。

［観察①２年生の本時のめあて確認時、３

年生へわたる］

27T：大丈夫ですか？今日から入るところは

短い言葉で書く、書くお勉強に入ってい

きます。で、作文を長い作文を書くので

はなくて短い文だけでも見たこと感じた

ことを文で表していくと、短い言葉で表

していくと詩になるよってその詩はとて

もおもしろいんだよ、っていうことをみ

んなに話してもらいます。今日は教科書

に入る前に、教科書の詩に入る前にこれ

も詩？ていうのを紹介します。その前に

このめあてを書いてください。どうぞ。

書き終わったらアピールしてくださいね。

書いたよ光線を出してくださいよ･

l5L3：先生、あれ最後の見つけようの所さ、

どんどん字が小さくなってる。

○（わたったと同時に一旦戻りながら）

28T：そうそう３行になるには黒板が小さく

なりそうだったから２行に無理やり入れ
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l22T：そうだれ書いた後見せる。結んでてれ。

［観察①３年生の板書を直接指導で確認し、

２年生が詩の材料を考えている時］

l03L4：先生、あの材料って家にあるもので

もいいんですか？

133Ｔ：身の周りにある物だったらいい。身の

まわり今ここにあるものだけ違うからね。

自分の生活の周りにあるものっていう意

味で身のまわりにあるものだよ。

［観察②２年生の詩の創作活動時］

○（机間巡視）

28m：ああ、こんな感じでもいいの？こっち

に絵書いて、

45Ｔ：そうそうそうそう。

29L3：こんな感じになってもいいの？縦に絵。

46Ｔ：そうそうそう、こうなった場合は縦が

いいね。

31L3：先生これって教科書みたいにしていい

の？

49T：そうそうそうそう、教科書を手本にし

ていいですよ。

ました。

○（再度３年生へわたる）

29Ｔ：はいじゃあ３年生、このめあての確認

をしたと思うんですけど、質問はありま

すか、大丈夫ですか。たぶん出てきてい

る漢字はみんな習ったことある漢字だと

思います。それがきちんと読めるかどう

かまず読んで、その後、こそあど言葉っ

て前の単元で習ったよね。どんな言葉が

あった？

(2)児童一人ひとりへ目が行き届きやすく、教師

と児童のやりとりが多い

児童と教師の距離が近いため、教師の発問に対

して児童は即座に反応し、思ったことをすぐに発

言できていた。

［観察①２年生の本時のめあて確認時］

17T：はいじゃあ今日は、めあてを書きましょ

うね。今日というの（漢字を指しながら）

大丈夫ね。これは習ったことないけど、

こうやって書くね。

5L3：詩、ああ詩。

6Ｍ：先生、詩っていう字さ、時間の時に似

ている。

18T：似ているね。左側はごんくんだね。

さらに、少ない動きで机間指導を行えるため全

体を把握し、児童一人ひとりへの目が行き届きや

すく、気づいたときに適切な指導が行われていた。

自ら作業を進めていく授業では教師のわたりや机

間指導が多く行われ、個に応じた指導が行われて

いた。直接指導時では、児童が疑問に思ったことをす

ぐに質問していた。一方を直接指導している時で

も他方の間接指導時の質問に教師は答えていた。 ［観察②３年生の漢字練習の机間指導時］

38T：漢字練習するときは右はらいやるよね、

右はらいが出てくる漢字あるよね、右は

らいのほうが少し左側より低くなるよう

な感じで、少しだけ。

l8H4：だったら左、左のほうが長くなるの？

39T：ううん、ほら（板書した字を指しなが

ら）右はらい、１年生の漢字があるけれ

ども右はらいのほうが少し長めになるよ

ね。例えばよ、（黒板に大という字の左

はらいを長くした字を書いて）おかしい

でしよ、字が躍るでしよ、字が躍ってる

よね。（大という字の右はらいを長くし

たのを書いて）違うよね、漢字全体は少

［観察①２年生に対してのめあての確認の

直接指導時］

25Ｈ４：先生ちょっといいですか。あの、教

科書にのってない言葉とか書いていいで

すか？

39T：（歩み寄りながら）もちろんもちろん。

必ずそれだけで作るのは無理だよね。

［観察①２年生が選んだ詩の理由や感想を

発表する時］

43Ｈ４：先生、（●２年生のところにいる先生

の側に歩み寄ってくる）こそあど言葉っ

て四角で結んでおく？
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し右斜め上に斜めに傾いて書くような形

になってるんだって。右はらいは下げて

ね、ほんの少し、そしたらきれいに見え

ます。

［観察②３年生の漢字練習の机間指導時］

○（Ｈ３に個人指導）

78T：送り仮名はきちんと書く。（黒板に板書

しながら）例えば、消すの場合ね、これ

も漢字の下に出てくるから、け（す）っ

てやっておかないと三文字テストのとき

送り仮名も正しく書けてるかってチェッ

クされるよね、だから送り仮名まで入れ

て練習したほうがいいよ。で、テストの

時にはこうやって隠して書く必要はない

ですからね。今、漢字学習ノートで整理

するときにはここまで送り仮名まで入れ

たほうがいいです。

23Ｈ３：化ける。

79Ｔ：ば？

24Ｈ３：ける。

80T：けるですね。もう一個の読み方は、化

学の化だよね。

25Ｈ３：か

81Ｔ：音読みはカタカナで書いておくと音と

訓の違いも分かってきますよね。

○（机間巡視、Ｈ３に個人指導）

［観察③３年生が国語辞典の使い方を忘れ

た時］

27Ｈ４：先生。

77T：（歩み寄りながら）はい

28Ｈ４：国語辞典の調べ方分からない、忘れ

ちゃった。

●（Ｈ1,2が後ろを向く）

78T：何だって？あの後使ってないな。

29Ｈ４：うん。

79T：（Ｈ４に歩み寄りながら）前使ったよ

な、今何を調べているの？

30Ｈ４：えっと、こうじ。

31Ｈ２：（Ｈ４と先生のやり取りを見て）あ、

こっちはできた。

80ｍあたってるよ、そしてその次の字は？

32Ｈ４：ｕ

８１Ｔ：じだからここを見る。りが来ているか

らもっと前だよ。たちってと、た行、こ

うじは何行、じは？

33Ｈ３：さ行。

82Ｔ：しだから？

34Ｈ４：ああ、さ行。

83T：（Ｈ４の辞典をめくりながら）さ行でしよ、

だからこの辺りにないかなって調べてみ

る、ほら。

(3)複式授業であることを意識させる

他の学年が一緒に勉強していることを意識させ

るような言葉かけが教師に見られた。「わたる」

という言葉を使うことで複式学級であることを意

識させていた。

［観察①３年生への直接指導時時］

14T：はい、では３年生、先生が２年生にわ

たっている間に今日の日直誰ですか？

●（Ｈ２が手を挙げる）

15Ｔ：学習リーダーさん、めあての確認をし

て、ノートにこのめあてのことを作業し

ていてください。よろしいですか。質問

があったら聞いてくださいね。

［観察①２年生の直接指導中に３年生への

指示］

42Ｔ：３年生､どうしても分からないこと以外

は自分たちで話し合って解決だったよね。

［観察①２年生の直接指導時］

68T：これはどういう姿からでしょう？

54Ｌ１，２，３，５：はい1

69T：し－、複式授業ですから声は控えめに。

［観察③３年生への直接指導時中での２年

生への指示］

○（３年生側の直接指導中、教科書を持ち、

３年生の机間巡視をしながら）

l24L1：先生、題名隠してねあのね、１０くら

いできたよ。

160T：先生今わたってきているからできるだ

け自分たちで解決できるのは自分たちで

考えてください。

○（そのまま２年生へわたらず３年生側の直

接指導を継続）
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また、複式学級であるがゆえに異学年の学習内

容を見ることができ、昨年度の上級生の学習内容

を思い出し、今学習していることと結びつけてい

た。

22L2：絵も？

25Ｔ：うん。

23ｍ：絵描いてない。

24L3：私も描いてない。

25L5：僕は描いたよ。

26L2：今から清書するのに、そのままこれで

やるの～ノートでそのまま発表するの？

26T：発表はそれ、その中の一つは、これに

描いてあそこに貼ってもらう。

27ｍ：絵も描いて。

27T：うん、かっこしてね、で、これは学級

通信にも載せられたらなと思います。お

母さん達に問題。

28L3：あ、答え後ろに書いて？

28T：そう、これいっぱいいつぱいに大きく

書いて、離れたときに見えませんので、

29L3：あ－、はい。

29T：（わたりながら）１０分後ね。

○（３年生にわたり直接指導後、再度わたっ

てくる）

59Ｔ：おお、面白いね、だいたいみんな２行

詩くらいかな、－行から二行。

36L3：あ、二行二行。

60Ｔ：一行詩にチャレンジしてみてもいいし、

三行詩でもいいし。

37L3：一行詩だ。

38L1：四行詩。

61Ｔ：言葉を増やして書くものもあるといい

よ。

［観察④３年生の感想交流］

86Ｈ４：僕はすがたをかえる大豆を読んで、

大豆は味噌、しょうゆ、もやし、きなこ、

豆腐などに化けているのがビックリしま

した。毎日のご飯の中で食べているのが

この勉強で分かりました。

170T：化けているっている言葉があったね。

変化している、そのものじゃなくて変わっ

て、加工されているってことだよね、い

いところ気が付きました。毎日の食事の

中に使われているってことが分かったん

だね、

93Ｈ１：私は、すがたをかえる大豆で、大豆

からできるものがいっぱいあるのを初め

[観察①２年生が詩の材料を探している時］

○（２年生と３年生の中間に立つ）

99L3：去年ね、今年の３年生が２年生のとき

になぞなぞみたいにして一緒に発表会し

た。

129T：ああ、発表会一緒にできたらよかった

ね。

(4)学び合いの姿勢の育成や学習意欲の向上を意

識した支援

観察③では、少人数ではあるがみんなの感想、

考えを聞いて教師と共に学び合いをすることを意

識した指導が行われてきた。

［観察③２年生の詩の感想交流時］

70L3：Ｌ４さんの詩がカブトムシをクレーン

に例えたのがいいと思いました。Ｌ５さ

んの詩は短い文でもよく意味が分かりま

した。

94T：様子がよく捉えられてるってことだよ

ね、そして今L3さんが使っている言葉

とてもいいものがありましたね。

71L3：例え。

95Ｔ：例えてって言葉ね。

72Ｌ１：ものに例えて。

96T：そうそうそう、本物のそれではないけ

れどもそれに似ているという書き方をす

る場合は例えてといいますね。そうです

ね。はい、クレーンに例えたということ

がとても素敵ですね。

観察④では、学習意欲を喚起するやりとりが行

われていた。あわせて２年生では、学習内容が学

級通信を通して家庭へ伝わる工夫がされていた。

［観察④２年生のクイズ用の詩の創作時］

24T：絵も描いてほしいな。
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て知ってびっくりしました。いつか家で

も作ってみたいです。

176ｍ特に家でもつくってみたいのはどれで

したか？

94Ｈ１：うんと、納豆。

l77T:納豆、おお－、納豆菌が必要だな、やっ

てみてよ。

リーダーの児童の中には定型的な事項を進めるこ

とはできるが、それ以外の対応ができない場合が

見られた。そのような時には教師がわたってきて

適切な補助をした。

［観察④２年生のめあて確認時］

l0L1：今日めあてを発表します。身のまわり

にあるものの見たこと、感じたことを書

き、題名を隠してクイズをしようです。

みなさん読んでみましょう、せ_の。

11Ｌ１，２，３，４，５：身のまわりにあるものの

見たこと、感じたことを書き、題名を隠

してクイズをしよう。

●（L1：（何をしていいか分からず先生を見

ている)）

l2L2：（リーダーを見ながら）何か書くの？

L1が言わないと分からないよ。

○（教師がわたってくる）

16T：はい、この間途中で終わっているんじゃ

ないかなと思います。

l3L3：（ノートを見ながら）書いただけで終

わっている。，

17T：どうでしょうか、書いただけで終わっ

て、まだ書き上げてない人もいると思い

ます。少し書く時間を、（時計を見なが

ら）え－、今から１０分くらいあったら完

壁に書き終えられそうですか。１０分で書

いたものの確かめと、新しく書く時間が

あってもいいと思います。＜中略＞はい、

このあいだの続きをちゃんと確認する時

間と新しく書く時間がある人は書いて、

１０分後に発表会をしたいと思います。ク

イズを出し合う時間を取りたいと思いま

す。

(5)学習リーダーを中心とした活動とそれを支援

する教師の動き

この学級では今年度からガイド学習が取り入れ

られており、ガイド学習を機能させるためにこの

学習形態に児童が慣れるための支援も必要となる。

観察③では、学習リーダーが進行役となって詩の

発表会を行った。教師は発表者を補助することで

リーダーの進行を補助した。その後の発表者も、

初めの児童の発表に倣い、返事ができていた。

［観察③２年生の詩の発表］

36T:さあ、その素晴らしい詩を、お願いしま

す。え－誰からいこうかな、学習リーダー

当ててください。

l5L3：（前に出てきて）じゃあ、やりたい人

いませんか？（誰も手を上げない）

37T：指名でいいです。

l6L3：じゃあＬ４さんお願いします。

l7L4：え？

38Ｔ：はい。

l8L4：はい。

39T：３年生は耳だけかしといてね。

l9L4：（前に出てきて）題名も読むの？

40Ｔ：もちろん。

20L4：ミニミニクレーンカブトムシってク

レーンみたい自慢の角をゆっくり動か

す

21L4：（どうしていいか戸惑っている）

○（礼をして見せる）

22L4：（まねして礼をする）

○●（拍手）

ガイド学習では、リーダーがめあてから何をす

べきか考え、的確に指示ができるようになる訓練

が必要である。この学級の学習リーダーはその日

の日直が担当するため、誰もが経験する。そのた

め一連の流れを習慣化していく必要がある。Ｉ小

中学校では２年生が単式で国語の授業を行うとき

も学習リーダーを活用し、「複式の時だけ」とな

らないように授業が行われていた。

観察④でも、学習リーダーを中心としためあて

の確認が行われていた。また、学習リーダーが進

行役となって、詩のクイズ発表会を行った。学習
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のびょう、訓読みで読んだらやまい（病）

っていうね。

27C2：何で燃える不思議な石。

25Ｔ：石炭？

28Ｃ２：うん。

26Ｔ：石炭燃えるの、昔は石炭を燃やして船

を走らせたn

29C2：石炭って何ですか？

27Ｔ：石炭ってね、

30Ｃ２：丸い石？

28Ｔ：石の黒くなったものが、あっちで掘ら

れたり、こっちの後ろで掘られたりした

ものがある。その石炭を昔は燃やして船

走らせたり、汽車走らせたりしたわけ、

今は石油とかあ－，ガソリンとかＡ重油っ

ていう燃料があるけども、昔は石炭を燃

やしてやった。石炭の前はもしかしたら

木だったかもしれないね。だから、石炭

不思議な燃える石、どっちもみんな音読

みと訓読みが入っています。Ｃｌさん今

説明間いてください。

31Ｃｌ：はい。

29T：はい、その次意味が分からないのもっ

とありますか？Ｃ２さん今自分が読んだ

ところと、Ｃｌさんが読んだところ。

32Ｃｌ：（手をあげながら）はい、意味わから

ないところ。

30Ｔ：はい。

33Cl：毛筆って何ですか？

31Ｔ：（後ろの掲示してある習字を指しなが

ら）あれ、あなた達が書く筆のこれ、

（筆を持ってきて示しながら）これで書

くの毛筆、昔は毛だったね、毛筆、一筆

書き、一筆書きっていったら－回でさあ－っ

て書くもの、休まないでね、鉛筆は硬筆っ

ていいます。この前鉛筆で書いたでしよ？

34Ｃｌ：ああ～ｏ

３２Ｔ：あれは硬筆ね、これは毛筆、習字書く

のを毛筆といいます。

［観察⑤５年生国語ワークの確認］

56Ｔ：はい、５年生発表してください。

7C3：ケーキの材料の小麦粉を用意してケー

キ型に入れて加熱した。おばあちゃんが

３．２．３．２Ｓ小学校での授業実践

ｓ小学校での授業実践では、以下のような特徴

的なとりくみが見られた。

(1)児童が主体となって授業が進む

観察⑤では、授業開始後、教師が３年生へはじ

めにわたり、学習を進めている間、５年生（C3）

は教師からの指示がなくても自分から教科書を開

き、前時の続きを行っていた。また、３人という

極少人数ということもあり、教師は児童の様子を

見て落ちつくまで待ったり、児童の発問・応答に

よって授業展開を変えたりしながら、徹底して－

対一での個に応じた指導が行われていた。教師は、

漢字の書き取りや筆順チェックも３人同時に対応

していた。少人数のため児童一人ひとりへの目が

行き届きやすく、疑問に思ったことをすぐに質問

できる環境であり、学習姿勢の指導も行き届いて

いた。児童の興味・関心、学習意欲を引き出すた

めに、児童の身近なことを多く取り上げることで

イメージを持たせるような工夫が見られた。

[観察⑤授業開始後の３年生の直接指導時］

20T：もうひつ（毛筆)。

22C2：もうひつ（毛筆)。

23Ｃｌ：もうひつ（毛筆）使ってひとふ、ひと

ひつ（一筆）書き、ん？

21Ｔ：いつぴつ書き（一筆書き)。

24Cl：いつぴつ書き（一筆書き)、よう（羊)、

よう（羊入ようもう（羊毛）つかつ、

ようもう（羊毛）ふわふわひつじ（羊）

さん、丸太をはこぶ（運ぶ）うんてんしゆ

（運転手)、あきかん（空きかん）くうき

（空気）は入っている、

22T：あ、待って、もうひつ（毛筆）使って

ひとふでがき（一筆書き）だな、ひとふ

で（一筆)、あつがひつだから、それじゃ

あＣ２さん今読んだ中で意味が分からな

いところあった？やまい（病）だった？

25C2：やまい（病）とか・・ｏ

２３Ｔ：それじゃあ、意味が分からないところ。

26C2：やまい（病）っていう病気何ですか？

24ｍやまい（病）ったら病気のことをやま

い（病）っていう、みんなまとめて病気

－６６－
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見ている、あっ、（間違いに気づき直す）

○○百貨店年末大売出しと書いている。

胃腸薬はどうしようかな。

57Ｔ：胃腸薬って分かる？

8C3：百貨店は胃腸薬売っていませんよ。

58Ｔ：売っているかもしれない。サンエーで

もどっかのコーナーで売ってるさ－ね、

百貨店のどっかのコーナーで、あのサン

エーみたいに売ってるかもしれない。

9C3：あ－，ないなと思っていた。

59T：薬屋さんに普通置いてあるけど大きい

ところでは。でも石垣みたいに小さい所

はサンエーの中には薬局っていってコー

ナーを設けてあるよね、だから、もしか

したらどっかの薬局がどっかにコーナー

設けてあるかもしれない。

lOOT：つくりが間違ってる。

○（３年生へわたる）

43C3：とますって言うんだ。

44C3：（辞典を見て空書きしながら）

３，４，５，６，７，８，９，１０え～。

１，２，

間接指導時でもすぐに質問可能な環境であり、

教師が一方の学年で直接指導している時も質問し

ていた。

［観察⑥５年生の詩の学習の導入時］

26C2：（席を立ち黒板前にいる先生に歩み寄

りながら）先生。

27C2：見てください、これろっていう字です

よね？

60T：うん待ってよ、これ一個だけなのに何

で二つ書いてある？

また、徹底して－人ひとりの漢字の書き取りや

筆順をチェックすることができていた。さらに、

間違えた漢字を自分で調べて確認することで学習

が深まっている様子が見られた。

５年生は－人しかいないため、ともすれば児童

自身の意見しかない状況で授業が進行してしまう。

そのため、イメージを膨らまし、考えを深めてい

けるような発問や発言の工夫があった。

［観察⑤５年生国語ワークの確認］

80T：あの－、Ｃ３さん前に出てください。先

生が言う漢字を書いてください。衣類。

●（C3が黒板に漢字を書く）

81Ｔ：はい、殺虫剤。

95Ｔ：はい、それじゃあ戻って材料の料、調

べてください。料の書き順、（漢字辞典

を渡しながら）はい

●（自分のノートを見る）

38C3：料はあってるんですか？

96T：漢字はあってるよ、だけど筆順が。

●（辞典を引く）

39C3：あれ？

97Ｔ：どうだった？

40C3:見つかんない、料って米へんですよね？

98T：（C3に歩み寄り、指しながら）あっち

で料引いたらいいさ、前で、どんなして

引いた？

41C3：米へんから、いちおう米へん探した。

99Ｔじゃあ、米へんじゃない。

42Ｃ３：１，２，３，４，５，６。

［観察⑥５年生の詩の学習の導入］

○（板書する）

31Ｔ：ボキボキザバードスーン

23C3：台風。

32T：（板書しながら）それから？

24C3：嵐、大雨。

33Ｔ：おお。

25C3：大雨のときもある。

34Ｔ：大雨、それから？

26C3：強風。

35Ｔ：強風もあるね、ほかには？

27C3：地震、地震、地震。

36Ｔ：あ、地震もあるね、それから？

28C3：津波かな、津波。

37Ｔ：あ、はい。

29C3：ボキボキだから、

38T：ボキボキはい、－番身近で。

30C3：雷。

39T：一番身近でボキボキ、いつだった？

31C3：（指差しながら）あっち。
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40Ｔ：何あれ？

32Ｃ３：う－んと。

41Ｔ：何ていうあれ、何ていう？

33C3：土砂崩れ。

42T：そう、土砂崩れ。

34C3：あ-.

43Ｔ：先生が言いたかったのは、土砂崩れだっ

たな。

35C3：土砂崩れだ－．

44ｍでも、Ｃ３さんが土砂崩れを体験してい

なかったら、ボキボキ聞いただけで一番

身近な土砂崩れこっち、先生は見てない

けど、今日ね、見に行ったら、すごかっ

た。

36C3：見なかったらたぶん台風とかしか言わ

なかった。

45Ｔ：そうそう、台風とか嵐とか大雨ってし

か言わなかったと思うけど、これをＣ３

さんは見てしまったから、もうすごい、

ボキボキって聞いただけで、

37C3：折れる瞬間じゃなくてボキボキってい

う音は聞いた。

46Ｔ：そうそうボキポキね。

38C3：そして見たら土砂崩れだった。

47Ｔ：先生がボキボキ、ザバードッスーンっ

ていったら大雨の日、崖から落ちたって

しか書かないかもしれないね。ボキボキっ

て聞いただけでもね。だから、自分が体

験したもの、経験したものがとっても大

事、詩はね。そしたら、

39C3：タイトルにも大事だね。

しかしながら、５年生の学習が早く終わること

予め想定した授業計画が立てられており、３年生

のカルタに５年生も参加させ、ゲーム性を高める

ための配慮も見られた。

３．２３．考察

上述の国語の授業実践の分析から見た、変則的

な複式学級での特徴の中で、最も顕著なことは、

時間的にも言葉がけにしても、教師は圧倒的に下

学年の指導に重点を置いていることである。Ｓ小

学校では、授業開始の号令直後から５年生が間接

指導となるような学習習慣が身についていた。Ｉ

小中学校では、同時直接指導の要素がある「漢字

テスト」を実施し、その終了時間の差を利用して、

学習過程の「ずらし」を生み出していた。

複式学級は基本的に直接指導と間接指導とを組

み合わせて学習が進行する。その際、両校に共通

して、児童と教師の物理的・精神的距離が近く、

机間指導を行う際の教師の立ち位置の変位が小さ

かった。特に個々人で作業進めていく授業では、

児童一人ひとりへ教師の目が行き届き、個に応じ

た学習指導を行うことができ、児童の状況を把握

しやすい。そのため、「小刻みなわたり」も随所

に見られ、複式学級での授業というよりも、習熟

度別個別指導に近い指導が行われたと言える。普

通規模の学級では単純計算で、１単位時間あたり

の一人の児童に注視できる教師の時間は1分少々

であるが、このような極小規模ではその数倍から

十数倍の時間の指導を充てることができる。机間

巡視で児童の疑問、質問にすぐに答えたり、その

場で間違いを指摘したりすることなど、普通規模

の学級以上に個に応じた指導の機会に恵まれてい

た。－人ひとりの学習態度や姿勢を見て指摘し、

全体を正すこともできていた。変則的な複式学級

での指導では、「特別な対応が必要」という認識

よりも、子ども達に合わせた指導をするというス

タンスが求められていると言える。

また、全員がその作業を終えるまで待つことで

進度を調節し、全員が同じ学習を行っていくため、

多人数学級に見受けられる「おいてけぼり」のな

い学習展開が見られた。少人数のため、時として

教師の予想した答えを言う「空気が読める」児童

がいるとは限らず、むしろ児童一人の発言で授業

(2)学年の枠を超えた学習

複式学級は、異学年が共存する空間であり、教

師や他学年の児童の発言に反応する様子が見られ

た。

［観察⑤３年生にカルタの指示］

106T：はい、読み札と取る札をばらばらにし

ておいて。

47C3：僕もやってもいいですか？

107T：待って、もうちょっとやってから。
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の展開が変わってくるが、その後の学習展開の補

正も難しくはなく、その子を主体として工夫した

学習展開が行われていた。教師の授業展開によっ

ては異学年が授業に参加して一斉に授業を行うこ

とも可能である。さらに全員が黒板を使って学習

したり、発表したりすることができることから

｢傍観者的」児童がいないことも特徴であった。

教師との多くのやりとりによって、全員で考えを

深めることもできていた。

直接指導をその時間の授業で最も力を入れて考

えを深めていきたいところで行い、直接指導と間

接指導のめりはりがある授業実践が２人の教師に

共通して展開されていた。直接指導では、児童の

発言を多く引き出すような発問やしぐさを行い、

わたりを行う直前の声かけやタイミングを工夫す

ることで間接指導時での学習意欲を持たせる工夫

が見られた。また、間接指導時の児童の様子や発

言などから学習活動を予測し、見通しを持ってわ

たり、直接指導へとつなげていく様子が見られた。

また教師との会話のやり取りから児童が想像を膨

らませ、考えを深め、自分の意見を多く引き出す

ような発問の工夫が多く見られた。日常の経験や

体験、身近なことを取り上げることでより児童が

イメージしやすいような工夫は、どのような学級

でも適用できる重要な工夫であろう。

しかし、間接指導の児童が直接指導中の教師や

児童の発言に反応し、作業を中断したり他学年の

授業を見たりする場面も両校で見られた。これは、

間接指導時でも児童自身が意欲を持って学習に臨

めるように、わたる直前の言葉がけが重要な意味

を持つことを示している。単式学級でも、問題演

習のような個別学習での机間指導時に教師と他の

児童とのやりとりに反応してしまい作業を中断し

てしまう子どもが見られるので、わたる直前の言

葉がけの工夫は、単式学級での個別学習にも応用

できると考えられる。また、教師が他学年の直接

指導をするために、わたっているときでも疑問に

思ったことを教師にすぐに質問することは、質問

した児童にとっては「わからないことをわかる」

ために重要な行為であるが、他学年や他の児童へ

の指導を中断させることになる。このため、複式

授業であることを意識させ、自分たちで話し合い、

解決できるような雰囲気づくりや声かけが重要な

授業技術であると言える。これも、複式学級だけ

ではなく単式学級でも見られる事象であり、授業

実践のための基礎的な技術であろう。

今回の実践を振り返ると、「変則的な複式学級

だから特別なことを行っている」ことは無く、複

式学級での授業実践で重要な「ずらし」を用いる

ための工夫や「わたり」の重要性は一般的な複式

学級でも同様である。今回の授業実践で教師が行っ

た工夫や配慮は、単式学級でも同じように必要な

ものであると言える。つまり、変則的な複式学級

を担当するためには特別な技術が要求されるとい

うより、よりいっそう「子どもをしっかり観る」

という教師にとって最も基本的な技術が重要であ

ると言える。

４．おわりに

変則的な複式学級での学級運営で重要な事項の

一つは、教職員集団の協働体制を基礎とする教育

課程の編成である。今回の授業分析では、筆者ら

の専門が国語ではないため、教科の特性を踏まえ

た分析にはならなかった。国語という教科の特性

からの授業の分析や評価については他の専門家に

任せるが、学習指導として重要な事項は子どもの

問題意識を高め、個に応じた学習指導を進め、子

どもの表現を重視していくことであり、最も重要

な教師に必要な素養や技術であると言える。複式

学級だけでなく通常の単式学級でも最も重要なこ

の「子どもに寄り添う」ことができる教員が今日

の沖縄の義務教育諸学校の教員に求められる資質

であると言える。
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本研究の一部は、平成19年度文部科学省特別研

究経費措置事業「三大学の連携による離島・僻地

校での教科指導力向上のための教育課程の編成一

大学教員と小・中学校教員の相互訪問授業を軸と

して－」により行われたものである。

第３，４学年用，３年下東京書籍（1968）

複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第３，４学年用，４年上東京書籍（1968）

複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第３，４学年用，４年下東京書籍（1968）

複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第５，６学年用，５年上東京書籍（1968）

複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第５，６学年用，５年下東京書籍（1968）

複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第５，６学年用，６年上東京書籍（1968）

複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第５，６学年用，６年下東京書籍（1968）

複式理科研究会の教科書は昭和42年の検定済

み教科書（前掲書10-19)）以外に昭和45年の

検定済み（たのしい（楽しい）理科）（1971)、

昭和48年の改訂検定済み（改訂たのしい

(楽しい）理科）（1974)、昭和51年の改訂検

定済み（新訂たのしい（楽しい）理科）

(1977）の４種類ある。

前掲書２），pp51-60，pp86-94

前掲書１），pp35-40

文部省，小学校複式学級指導資料理科編，

東洋館出版社（1994）

文部省，小学校学習指導要領（平成元年３月)，

大蔵省印刷局（1989）

吉田安規良ほか，沖縄県の小学校複式理科授

業の現状と教員養成カリキュラムの改善，琉

球大学教育学部教育実践総合センター紀要，

14,pp35-47（2007）

沖縄県立総合教育センター，へき地・小規模・

複式教育における現状と課題，http:

//www・edu-copen・edjp/kyouka/hekichi／

l3tyousapdf（2002）（2008年４月現在）

各プロトコルの英字前の数値は発語のターン

番号、Ｔは教師の発言、Ｌ，Ｈ，Ｃは児童の発

言（Ｌ１～Ｌ５，Ｈ１～Ｈ４，Ｃｌ～Ｃ３はそれ

ぞれ図１，２の座席位置の児童を示す)、○

は教師の行動や働きかけ、●は児童の行動や

学習をそれぞれ示す。

13）

14）

15）

【文献及び注釈】

1）文部省，小学校複式学級指導資料生活編，

ｐ１，教育出版（1994）

2）文部省，小学校複式学級指導資料算数編，

pp5-6，東洋館出版社（1995）

３）沖縄県企画部統計課消費農林統計班，学校基

本調査，http://www・prefokinawa､jp／

toukeika/school/schoolindexhtml（2008

年４月現在）

４）文部科学省，小学校学習指導要領（平成10年

１２月)，国立印刷局（2004）

５）文部科学省，小学校学習指導要領（平成20年

３月)，ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ、extgojp/a-menu／

shotou/new-cs/youryou/syo/indexhtm

（2008年４月現在）

６）現行学習指導要領（前掲書５)）ならびに平

成20年３月に告示された新学習指導要領（前

掲書６））でも教科の目標が各学年別に制定

されているのは、算数、理科、５年生ならび

に６年生の社会のみであり、道徳や新設され

る外国語活動を含めてほとんどの教科で１，

２年、３，４年、５，６年という低、中、高

学年という２年間の枠組みで目標や内容を制

定している。

７）沖縄県の公立小中学校の教職員人事異動実施

要領では離島・へき地の在任期間は原則３年

である（特定の学校は２年の場合もある)。

８）例えば東京書籍，平成14～16年度用小学校

複式学級用新しい理科指導計画作成資料，

東京書籍（2001）

９）複式理科研究会，複式学級用たのしいりか

第１，２学年用１ねん，東京書籍（1968）

10）複式理科研究会，複式学級用たのしいりか

第１，２学年用２ねん，東京書籍（1968）

11）複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

第３，４学年用，３年上東京書籍（1968）

12）複式理科研究会，複式学級用楽しい理科

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）
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